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岐阜県岐南町
●●● ●●●●●●●

岐南中学校　学校支援活動 岐南中学校

<一位会>　昭和 52年に、当時のPTA本部役員経験者を中心に結成。「岐南中学校の全ての子供たちを幸せに、健や
かに育てる」という願いのもと、現在まで奉仕活動と学校支援活動を継続して行っている。
<学校支援ボランティア本部>　一位会の活動を基本に、これまで以上に地域や学校との連携・協働を強化して活動を
行うため、平成 24年に学校支援ボランティア本部を設置。転入者が多い地域性のため保護者や地域住民の連携・協働
が弱いという課題があったが、本部を設置することで、組織的な活動が仕組めるようになり、保護者、生徒、学校とも
に地域との関わりを深めている。

● 活動の特徴・工夫 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【特徴的な活動内容】
①生徒指導にかかわる取組
・校外パトロールや地区懇談会への参加、「岐南町あいさつ運動」等への協力をとおして、生徒の健全育成を支援している。
②キャリア教育にかかわる取組
　学校が行う「ふれあい講座」の運営を支援している。特に講座講師（美
術、外国文化など全２５講座開催）の選定や依頼等において、地域との
つながりを生かした支援を行っている。各自の興味関心に応じて学びを
深めるとともに、新しい人との出会いがあり、全校生徒にとって楽しみ
な時間となっている。その他部活動の支援補助等も行っている。

【実施に当たっての工夫】
①地域人材の確保
・活動の様子を定期的に広報することで、住民の活動への理解を深め
ている。特に生徒の笑顔やボランティアのやりがいを伝えることで、
活動に参加する地域住民の増加につながっている。
②地域で中学生が活躍できる場づくり
・中学生が地域で活躍する場を意図的に準備することで、中学生に対
する地域の理解が深まり、中学生自身も地域住民の一人であるという
自覚を深めている。本部では、コーディネーターを中心に事前の調整
や事後の価値付けを丁寧に行っている。

● 事業を実施しての効果・成果 ●●●●●●●●●●●●●●

　生徒の心の安定が生まれ、落ち着いた学校生活が送れるようになって
きている。授業や部活動、地域行事など、様々な場面で地域住民と関わ
ることで、各自のがんばりやよさを価値付けてもらったり、頼りにされ
ることが、生徒たちの自己肯定感や自己有用感の高まりにつながってい
る。本部の活動により、生徒たちは学校と地域のどちらにも心の居場所
を持てるようになっている。
　地域住民にとっても、学校支援ボランティ活動をとおして新たな人間
関係を構築することができ、地域住民の連携・協働が弱いという地域の
課題克服にもつながっている。

こんな
活動です

生徒の「自己有用感」を高める、地域住民の積極的な
学校教育への参画

http://www.gjh.town.ginan.gifu.jp/
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全員参加、サツマイモの苗植え
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地域の方から将棋を学ぶ
（ふれあい講座）

基
本
デ
ー
タ

学校支援
活動 ●

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

ボランティ
ア登録数 学習支援 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携
1 人 1 人 77 人 無 24 年度 無 無 無

地域
未来塾

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

ボランティ
ア登録数

子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

放課後
子供教室

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

子供の平均
参加人数

年間開
催日数 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

実施場所 学習支援 放課後児童クラブとの連携

土曜日の
教育活動

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

子供の平均
参加人数 学習支援 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

コミュニティ・
スクール ●

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
平成 28 年 9 月 1 日 15 人 657 人 21 学級




